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戦
後
70
年
で

安
倍
首
相
の
談

話
が
話
題
を
呼

び
そ
う
で
あ

る
。
右
翼
系
の
取
り
巻
き
は

「
も
う
謝
罪
な
ん
か
せ
ん
」

と
言
わ
せ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

70
年
前
の
戦
争
の
検
証
は

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
。
が
、

過
去
か
ら
未
来
に
か
け
て
の

課
題
を
論
ず
る
場
面
で
戦
争

は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
部
分

も
多
い
。
新
た
な
戦
争
の
懸

念
も
芽
生
え
て
い
る
の
に
。

　

20
年
前
、
私
は
「
戦
後
50

年
を
俯
瞰
す
る
」
と
題
し
て

本
紙
面
を
汚
し
た
。
そ
の
記

事
に
付
し
た
私
の
顔
写
真
が

若
過
ぎ
る
。
ど
う
や
ら
昔
の

写
真
を
使
っ
た
ら
し
い
。
そ

の
後
20
年
、
私
は
歯
科
医
も

新
聞
部
も
続
け
て
い
る
か

ら
、か
な
り
の
老
舗
で
あ
る
。

　

日
本
の
国
体
も
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
。
か
な
り
際

ど
く
相
当
き
な
臭
く
な
っ
て

き
た
が
、
ま
だ
対
外
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。

　

平
和
維
持
の
日
本
国
の
姿

勢
が
諸
外
国
に
も
影
響
を
与

え
た
と
自
負
で
き
る
の
も
今

の
内
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

20
年
前
は
少
子
高
齢
社
会
の

未
来
予
測
よ
り
も
最
大
の
課

題
が
ま
だ
核
戦
争
の
危
機
に

あ
っ
た
。
世
の
変
化
に
節
目

は
な
い
が
、
時
折
の
検
証
と

思
考
は
必
要
だ
ろ
う
。

今日の数字

126年
　大阪市の歴史年数。上方の
中心地である市の存廃が住民
投票で問われることに。
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大
阪
都
構
想
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
以
前
に
は
、
区
長

が
公
選
制
に
変
わ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
。
大
阪
に
限
ら

ず
、
大
都
市
が
自
治
の
単
位

に
適
し
た
規
模
を
超
え
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
都
構
想
に
よ
る
区
長
公

選
制
が
自
治
の
拡
充
に
つ
な

が
る
と
期
待
し
た
市
民
も
少

な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
期
待
は
す
っ

か
り
し
ぼ
ん
で

し
ま
っ
た
よ
う

に
見
え
る
。

◇　

◆　

◇

　

協
定
書
に
描

大
き
過
ぎ
て
、
住
民
に
よ
る

自
治
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の

改
革
と
し
て
は
中
途
半
端
と

い
う
ほ
か
な
い
。

　

他
方
で
、
協
定
書
の
予
定

す
る
各
区
議
会
の
議
員
定
数

は
、
12
〜
23
人
と
町
村
並
み

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
少
な
す

か
ら
ず
も
表
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
、
特
別
区
は

「
都
」
か
ら
の
支
給
金
に
依

存
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
特
別
区
が
「
都
」
の

意
向
に
逆
ら
っ
て
区
民
本
位

の
行
政
を
進
め
る
こ
と
は
、

も
と
も
と
期
待
で
き
な
い
の

合
は
、
各
区
が
構
成
員
と
な

る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ

る
が
、
公
選
制
の
議
会
や
執

行
機
関
の
設
置
が
な
く
、
そ

の
運
営
に
住
民
の
意
向
は
届

き
に
く
い
。
各
区
の
実
情
に

応
じ
た
運
営
、
例
え
ば
保
険

料
の
減
額
措
置
を
設
け
る
こ

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
一
部
事

務
組
合
の
規
模
が
著
し
く
大

き
く
な
る
点
も
、
自
治
の
充

実
に
逆
行
し
て
い
る
。

 

（
つ
づ
く
）

き
出
さ
れ
た
都
構
想
は
、
コ

ス
ト
削
減
を
優
先
し
た
結

果
、
最
大
で
人
口
60
万
人
超

に
も
な
る
特
別
区
が
五
つ
で

き
る
だ
け
の
案
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
鳥
取
県
の
人
口

は
約
58
万
人
で
あ
る
。
都
構

想
の
特
別
区
は
規
模
が
依
然

ぎ
て
、
議
会
が
多
様
な
民
意

を
代
表
し
つ
つ
、
行
政
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
い
。
議
会
を

コ
ス
ト
要
因
と
見
る
だ
け
で

な
く
、
邪
魔
者
扱
い
に
す
ら

し
よ
う
と
す
る
、
橋
下
市
長

の
特
異
な
民
主
主
義
観
を
は

で
あ
る
。◇　

◆　

◇

　

さ
ら
に
、
国
保
や
介
護
保

険
の
事
務
が
特
別
区
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
一
部
事
務
組
合

に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
の
も

注
目
さ
れ
る
。
一
部
事
務
組

と
も
不
可
能
に
な
る
。

　

都
構
想
で
は
、
そ
の
一
部

事
務
組
合
に
委
ね
ら
れ
る
事

務
が
、
ほ
か
に
水
道
事
業
、

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
、

入
所
型
福
祉
施
設
や
市
民
利

用
施
設
の
管
理
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
が
、
そ
れ
も
異
例
で

維
新
・
公
明

大阪市解体案を強行可決
　

住
民
投
票
は
20
歳
以
上
の

大
阪
市
民
が
対
象
。
投
票
用

紙
に
「
賛
成
」
ま
た
は
「
反

対
」
と
書
き
込
む
。
投
票
率

に
関
係
な
く
、「
賛
成
」
が

一
票
で
も
上
回
れ
ば
大
阪
市

の
解
体
が
決
ま
る
。
棄
権
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
た
め
、

投
票
所
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が

重
要
に
な
る
。

　

協
会
は
、
医
療
・
福
祉
を

切
り
捨
て
る
「
大
阪
市
廃
止

・
解
体
」
構
想
に
反
対
し
て

お
り
、
住
民
投
票
で
ノ
ー
の

審
判
を
突
き
つ
け
る
こ
と
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

維
新
の
代
表
を
務
め
る
橋

下
徹
市
長
が
打
ち
出
し
た
同

構
想
は
、
大
阪
市
を
廃
止

し
、
権
限
も
財
源
も
乏
し
い

北
・
湾
岸
・
東
・
南
・
中
央

の
五
つ
の
特
別
区
に
分
断
す

る
内
容
だ
。
事
実
上
、
大
阪

市
を
大
阪
府
に
吸
収
し
、
市

か
ら
奪
っ
た
財
源
を
大
阪
湾

リ
ゾ
ー
ト
計
画
や
新
地
下

　

大
阪
市
を
廃
止
し
、
五
つ
の
特
別
区
に
分
断
す
る
「
協
定
書
」
議
案
が
３
月
13
日
の
大

阪
市
議
会
に
続
き
、
同
17
日
の
大
阪
府
議
会
で
、
維
新
・
公
明
の
賛
成
多
数
で
強
行
可
決

さ
れ
た
。「
大
阪
市
廃
止
・
解
体
」
構
想
（
い
わ
ゆ
る
『
大
阪
都
』
構
想
）
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
は
４
月
27
日
告
示
、
５
月
17
日
投
開
票
と
な
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

鉄
、
リ
ニ
ア
な
ど
の
大
型
開

発
に
投
じ
る
狙
い
が
あ
る
。

　

維
新
は
当
初
、「
二
重
行

政
の
解
消
で
４
千
億
円
の
財

源
が
生
ま
れ
る
」
と
説
明
し

て
い
た
が
、
府
市
両
議
会
で

虚
偽
だ
と
判
明
。
府
市
大
都

市
局
に
よ
る
試
算
で
「
５
年

　

新
た
な
患
者
負
担
増
を
盛

り
込
ん
だ
医
療
保
険
改
革
関

連
法
案
が
衆
院
厚
労
委
員
会

で
審
議
入
り
さ
れ
る
見
込
み

の
中
、
保
団
連
・
協
会
は
３

月
19
日
に
法
案
の
廃
案
を
求

め
て
議
員
要
請
行
動
を
行
っ

た
。
下
井
戸
昭
介
、
三
井
泰

正
両
副
理
事
長
は
じ
め
理
事

・
役
員
11
人
が
参
加
し
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
共
産
党
の

清
水
忠
史
・
宮
本
岳
志
両
衆

院
議
員
、
山
下
芳
生
参
院
議

員
に
対
し
、
協
会
が
取
り
組

ん
だ「
医
療
・
介
護
現
場
か
ら

見
え
る
貧
困
調
査
」を
報
告
。

会
員
の
９
割
が
経
済
的
理
由

に
よ
る
治
療
中
断
を
経
験
し

て
い
る
現
状
を
伝
え
た
。

　

「
な
か
な
か
要
求
が
通
ら

な
い
」
と
の
訴
え
に
、
清
水

議
員
は
「
悔
し
い
思
い
は
同

じ
。
し
か
し
、
運
動
が
あ
る

か
ら
政
府
の
予
定
通
り
に
進

ん
で
い
な
い
面
も
あ
る
。
運

動
に
確
信
を
も
っ
て
ほ
し

い
。
署
名
活
動
は
一
筆
一
筆

集
め
る
中
に
対
話
が
あ
る
。

医
師
や
患
者
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

国
会
質
問
の
大
き
な
力
に
な

る
」
と
述
べ
、
署
名
運
動
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。
窓
口

負
担
の
軽
減
を
求
め
る
請
願

署
名
は
、
清
水
議
員
に
１
０

０
０
筆
、
山
下
議
員
に
５
０

０
筆
を
手
渡
し
た
。
ま
た
、

同
請
願
項
目
の
会
員
署
名
３

１
０
筆
を
要
請
し
た
全
議
員

に
提
出
し
た
。

　

正
午
か
ら
は
、
保
団
連
を

含
む
医
療
団
体
が
主
催
す
る

「
安
心
・
安
全
の
医
療
・
介

護
を
」
国
会
内
集
会
に
参

加
。
全
国
か
ら
２
５
０
人
の

医
療
関
係
者
が
集
ま
り
、
同

法
案
の
徹
底
し
た
審
議
と
、

誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
・
介
護
を
求
め
る
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。
民

主
、
維
新
、
共
産
か
ら
14
人

の
国
会
議
員
が
参
加
し
連
帯

の
挨
拶
を
し
た
。

 

（
３
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

間
で
１
０
７
１
億
円
の
収
支

不
足
」
に
陥
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
と
、
昨
年
10
月
の

議
会
で
野
党
が
反
対
し
、
否

決
・
廃
案
と
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
今
年
に
入
っ
て
公
明

が
突
然
、「
制
度
案
に
は
反

対
だ
が
、
住
民
投
票
の
実
施

に
は
賛
成
す
る
」
と
態
度
を

変
え
、
可
決
さ
れ
た
。

　

同
構
想
を
め
ぐ
っ
て
は
、

専
門
家
か
ら
も
批
判
が
相
次

い
で
い
る
（
上
記
）。
大
阪

市
の
権
限
・
財
源
が
吸
い
上

げ
ら
れ
れ
ば
、
医
療
費
助
成

を
含
む
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
切

り
捨
て
は
必
至
と
な
り
、
医

療
現
場
へ
の
影
響
は
避
け
ら

れ
な
い
。
同
構
想
は
法
律

上
、
一
度
決
ま
れ
ば
後
戻
り

で
き
な
く
な
る
。
熟
慮
す
る

時
間
を
確
保
し
た
い
人
も
棄

権
せ
ず
に
「
反
対
」
票
を
投

じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

市
の
５
分
割
で
行
政
コ
ス
ト
増

医
療
・
福
祉
の
切
り
捨
て
必
至

藤井聡・京都大学大学院教授
（元第２次安倍政権内閣官房参与）
　「大阪市の解体で五つの役所が出
来上がり、行政コストがかえって高
くなってしまう。なぜならこの五つ
の区役所には似たような窓口や総務
部をつくらざるを得ないから」（雑
誌の寄稿で）
中山徹・奈良女子大学教授
 （都市政策）
　「都道府県並みに権限のある大阪
市を廃止し、最も権限・財源の小さ
い特別区に変える政策。こんな提案
は通らない。特別区の財源をピンハ
ネし、カジノや高速道路などの大開
発の予算を確保することが最大の狙
い」（協会の講演会で）

国会行動

医
療「
改
革
」法
案
の
廃
案
へ

地
元
選
出
議
員
に
要
請上から、清水忠史議員、宮

本岳志議員、山下芳生議員

特別区に残る権限・財源

権　

限

小中学校、保育所、保
健所、公園、市営住
宅、生活保護など

財　

源

個人市民税 1339億円
市たばこ税  291億円
軽自動車税 12億円

固定資産税 2650億円
法人市民税 1182億円
都市計画税 541億円
事業所税 254億円

大阪府が
吸い上げ

国民健康保険、介護保
険、水道、急病診療
所、児童福祉施設など
100超の事業

一部事務
組合へ　

大阪市を廃止した場合の権限・財源の行方

５月17日に住民投票５月17日に住民投票


